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論文審査要旨（2000字程度） 
幾何情報が接着強度に及ぼす影響について明らかにするため，単純重ね合せ継手の「接
着面の凹凸形状」，「曲げ剛性値」及び「接着長さ」が接着強度に及ぼす影響，「表面色情報」
を用いた接着接合部の強度及び接着剤の酸化を評価する方法について提示した．接着剤に
は自動車の接合に用いられている一液性加熱硬化型エポキシ樹脂系接着剤を用いて実験的
に調べた．その際，「接着面の凹凸形状」は投射材形状の異なるショットブラスト加工を段
階的に異なる粗さとなるよう製作した．「接着面の凹凸形状」の評価には二次元と三次元の
表面性状パラメータを取り上げた．また，「曲げ剛性値」は被着体の種類及び板厚を変える
ことにより段階的に異なる値とし，「接着長さ」は任意の接着長さとなるよう調整した．さ
らに，「表面色情報」の評価には工業界において用いられている L*a*b*表色系を取り上げ，
表面色情報を定量的に調べ，接着継手の強度と接着剤の酸化を評価する方法について提示
した．以下に本研究の概要を述べる． 
本論文は以下の 6章より構成される． 
第 1 章「緒言」では，本研究の背景を述べ，従来の研究における表面凹凸形状の評価，
接着強度の評価及び幾何情報が接着継手の強度に及ぼす影響について概観し，研究の目的
を示している． 
第 2 章「投射材形状の異なるショットブラスト加工を施した接着面が接着強度に及ぼす
影響」ではアルミニウム合金とステンレス鋼のショットブラスト加工面を取り上げて，シ
ョットブラスト加工に用いる投射材の形状が単純重ね合せ継手の強度に及ぼす影響につい
て実験的に検討した．接着継手を用いて，接着面の凹凸形状が単純重ね合せ継手の強度に
及ぼす影響について調べる場合，球状のガラスパウダーを投射材としたショットブラスト
加工を接着継手の接着面に施すことにより，算術平均高さ Saが単純重ね合せ継手の強度に
及ぼす影響について調べることが可能な接着面を製作可能であることを示した．また，投
射材の形状を球状のガラスビーズから鋭角形状のガラスパウダーとすることによりショッ
トブラスト加工面を有する単純重ね合せ継手の強度は向上することを示した． 
第 3 章「被着体の曲げ剛性値が単純重ね合せ継手の接着強度に及ぼす影響」ではアルミ
ニウム合金とステンレス鋼を取り上げて，被着体の曲げ剛性値と接着継手強度及び接着強
度との関係について実験的に検討した．ステンレス鋼 SUS304 を用いた単純重ね合せ継手か
ら得られた破断時の負荷荷重を被着体の最小断面積で除した接着継手強度はアルミニウム
合金A2017を用いた単純重ね合せ継手から得られた接着継手強度に比べて高い値を示した．
さらに，接着継手強度の曲げ剛性値がほぼ等しい場合，被着体の板厚が異なるアルミニウ
ム合金 A2017とステンレス鋼 SUS304の接着強度はほぼ等しくなることを示した． 
第 4 章「曲げ剛性値と接着長さを基にした接着継手の強度線図の提案」では接着面の表
面凹凸形状をほぼ一定値とし，3種類の金属材料を被着体とした単純重ね合せ継手の強度に
ついて系統的に調べた．まず，各被着体の曲げ剛性値が接着強度に及ぼす影響を調べた．
次に，接着剤のせん断強度と接着強度とがほぼ等しくなる接着長さを示した．さらに，こ
れらの実験結果から単純重ね合せ継手の接着強度を総合的に評価が可能な強度線図を提示
した．すなわち，接着継手強度の曲げ剛性値に関わらず，接着強度が最大となる単純重ね
合せ継手の接着長さが存在することを明らかにした． 
第 5 章「表面色情報を用いた接着継手の強度評価」では，高温曝露環境下における接着
構造物の強度評価及びを非破壊検査で行う手段として，接着剤の表面色情報と接着継手の
強度及び接着剤の酸化との関連付けを行った．そして，種々の高温曝露環境下における接
着継手の引張負荷に対する接着継手の強度と接着剤の表面色情報及び接着剤の酸化との関
係について詳細に調べた．その結果，接着接合部と同一環境下で曝露した接着剤の表面色
情報である明度を測定することにより，接着継手強度の強度及び接着剤の酸化について評
価及び予測が可能であることを示した． 
第 6章「結論」では，本論文の各章で得られた結果について総括し，結論を述べた． 
以上をまとめると，本研究では，ショットブラスト加工の投射材形状を変えることによ
り，単純重ね合せ継手の強度が向上することを明らかにした．さらに，曲げ剛性値が単純
重ね合せ継手の強度に及ぼす影響について提示すると共に，今までの研究では明らかにさ
れていない，接着強度が最大となる単純重ね合せ継手の接着長さについて提示した．最後
に，接着剤の表面色情報を用いて単純重ね合せ継手の強度及び接着剤の酸化について非破
壊で評価可能な方法の提示を行った． 
よって，本論文は博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認められる． 
